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タバココナジラミバイオタイプＱ成虫の生存に及ぼす高温の影響

大井田寛・津金胤昭・竹内妙子
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Ｉ緒言

トマト黄化葉巻病の原因ウイルス７b”jりｙ巴fb80j8q／

”１”'ES(TYLCV)を媒介するタバココナジラミＢ”Dism

Jnbnci（Gennadius）には寄主植物が異なる寄主レースや

生物学的特徴が異なる数多くのバイオタイプが存在する

ことが報告されている（本多、2008)。このうち、２００５

年に日本での発生が砿麗されたバイオタイプＱは、イミ

ダクロプリドなどのネオニコチノイド系殺虫剤に商い交

差抵抗性を示すほか、ピリプロキシフェン剤にも高い抵

抗性を発達させている（Ｎａｕｅｎｅｔａ1.,2002；HorOwitZ

eta1.,2005)。本バイオタイプの防除に有効な薬剤はピ

リダベンなど数剤に限られるため（松浦、２００６；樋口、

2006；広瀬、２００６；小林、２００７；徳丸、２００７；山城、

2007；井園、２００８；西野、２００８；大井田・津金、2008)、

薬剤を中心とした防除には限界がある（徳丸、2007)。

一方、６～７月に収穫が終了するトマト勘””

<ｼ噸叩鍛”加Ｌ・の促成栽培及び半促成栽培では、栽培終

了時にトマトを抜根し、株を施設内に残したまま開口部

を閉鎖し、太賜熱を利用してトマトを枯死させ、害虫を

も死滅させる施設密閉処理がタバココナジラミの野外へ

の拡散防止に有効であると考えられている（水越ら、

2007；西野、2008)。パイオタイプＢについては、これ

までに、高温耐性及び施股密閉処理による防除効果が明

らかとなっている（古家、２００６；杖田ら、2007)。また､，

バイオタイプＱとみられるタバココナジラミ及びオンシ

ツコナジラミ７池J”、｡'Ｓりゆ0”７１”W郷（Westwood）が

混在する施設の密閉処理による防除効果についての報告

もあるが（水越ら、2007)、バイオタイプＱ単体の具体

的な高温耐性については知見がない。バイオタイプＢ及

びＱでは薬剤感受性に違いがあることが報告されており

（小林、２００７；大井田・泳金、2008)、その他の生理生

態についても異なる可能性がある。そこで、バイオタイ
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プＱを対象とした施設密閉処理による効果的な防除方法

を明らかにするため、本バイオタイプ成虫の高温面性に

ついて給餌条件を変えて調査したので報告する句
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（独）国際農林水産業研究センター熱帯・島嘆研究拠点

の小堀陽一博士に深謝の意を表する。

Ⅱ材料及び方法

１．供試虫

2007年に一宮町のメロンChUα”j３打IEIりＬ､、旭市のミ

ニトマト及び我孫子市のアオイ科植物からタバココナジ

ラミの成虫を採集し、津金ら（2007）の方法により各個

体群がバイオタイプＱであることを砿認した。トマト｢マ

イクロトム」を寄主植物として、２５℃または26℃、ｌ５Ｌ

：９，条件下でこれらを累代飼育し、次世代以降の成虫

を供試した。供拭虫の日齢及び雌雄は区別しなかった。

２．賦験区の栂成及び条件の設定

タバココナジラミの薬剤感受性検定法の一菰、熊本法

（樋口、2004）を応用し、一定温度に設定した恒温器

（MIR-l53、三洋趣機（株)）内で試験を実施した。下

記の条件を組み合わせ、第１表のとおり合計20区の試験

区を設けた。

（１）温度条件及び日長条件

２５℃、３０℃、４０℃及び45℃の４段階の温度条件を設定

し、日長はいずれも15Ｌ：９，とした。なお、４５℃設定区

は明期に実施した．

（２）給餌条件

各温度条件下に、無給餌区、５cm以上の葉柄をつけて

切断したインゲンマメ児他s"“皿噌mfsL．『長鵜菜豆」

の本葉１複葉を与える区及び同様に用意したインゲンマ

メの本葉１複葉を水挿しして与える区の３区を設けた。

加えて、４０℃条件下及び45℃条件下には、トマト「ハウ

ス桃太郎」の中位１複葉（約30cm程度のもの）を葉柄基

部で切断して与える区、３小葉に切断したトマト葉を与

える区、ポット植えのトマト「マイクロトム」を与える

区の３区を設けた。さらに45℃条件下では、５cm以上の

葉柄をつけて切断したキャベツBmSS”ＯＩＣ”C”Ｌ・Var．
















